
【投稿公募規約】
①原稿は400字詰め原稿用紙またはワ－プロで400字にて，図表を含めて20枚以内で記載する。
②本紙への投稿は介護福祉関連する分野とし，原則として他の雑誌，著書に掲載されていないものとする。原則として，筆頭執筆者としての投稿は各号につき１回とし投稿料は1,000円とする。
③投稿論文には題目，氏名(フリガナ)，連絡先などを記入する。
④原稿と入力ディスクを下記宛までお送り下さい。下記電子メールでも受付ます。投稿執筆規定は『介護福祉学』(日本介護福祉学会)に準じています。問い合わせは下記へ。
    〒703-8244  岡山県岡山市藤原西町1-2-3-5 岡山県介護福祉研究会      
          TEL&FAX 086-273-6260  (090-5261-6240)   info@carework.org
    〒723-0053 広島県三原市学園町1 番１  県立広島大学　中国四国介護福祉学会
          TEL&FAX 0848-60-1211  (090-5261-6240)   kaigo@pu-hiroshima.ac.jp
　　〒160-0023 東京都新宿区西新宿3-7-26　ﾊｲﾈｽﾛﾜｲﾔﾙ12F 日本ケアワーク研究会
　　　　　　TEL 03-5325-4085（専用） FAX 03-5325-4305 (090-5261-6240) 
    　　　      http://www.kaigo.gr.jp/  info@kaigo.gr.jp
⑤原稿の採否は査読を経て，編集委員会で決定します。
⑥広く介護福祉に関する原稿を公募いたします。ご投稿された原稿は原則と未返却とし，その著作権は介護福祉研究に帰属いたします。
⑦原則として年２回発刊予定です。原稿の募集締め切りは毎年３月末（第１号５月発刊），９月末（第２号１１月発刊＊但し投稿数によっては３月に順延）です。奮ってご投稿お願い申しあげます。
【編集後記】
２０００年４月に導入された，介護保険制度の抜本的な見直しが，２００６年に向けて検討されています。皆さまの目や耳にも「介護保険法の一部を改正する法律案」，「介護保険制度の見直しについて（パンフレット）」，「介護制度改革関連法案」など厚生労働省から出される資料が届いていることと思われます。改正案では，予防重視型システムへの転換，施設給付の見直し，新たなサービス体系の見直し，サービスの質の確保・向上などがあげられています。
現在，訪問介護で，家事援助のサービスを利用している，要介護１の男性から不安の声を聞きました。制度の見直しで，現在のサービスが利用できなくなれば，食事をとることが難しくなるということでした。介護保険制度の見直しが，利用者本位で生活への不安を軽減する改正になることが重要であると考えます。（國定美香・住居広士・山岡喜美子編集委員一同）
【謝　辞】本誌の一部は，パイロットインターナショナル(特定非営利活動法人)日本ディスリクト基金からの配分金により発刊の予定です。
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